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私と学習アドバイジングのかかわり 

• 2000年ころからの学習者（留学生）の変化 

   いわゆる多様化 

     クールジャパン現象 2000年ジャパンエキスポ 

     ポップカルチャーを背景にした日本語学習 

   留学の大衆化＝留学目的の曖昧な学生の増加 

     中国の高等教育：大衆教育段階に移行（進学率15％）      

• どんな人生を送りたいのか？どうなりたいのか？・・・不明? 

   受身の学習   やる気がない？ 

               ↓     

• 内発的動機づけが課題：（条件）自律性、自己効力感、人間関係 

                           自己決定論（Deci, 1996 ） 

⇒賢い学習者に育ってほしい＝自分で決めて学んでいける存在 

  学習者オートノミーの育成⇔自己主導型学習 

 

 

 



自己主導型学習と言語学習アドバイジング 

• 自己主導型の学習 

マネージメント 

自己決定による学習 
   依存（他律）→自立→自律した学習者による相互依存的学習 
学習をコントロールする能力 
学習者オートノミー：自分で自分の学習をコントロールする能力（Holec, 1981） 
学習者による学習のコントロール 
 

   プ ロ セ ス：PCDAサイクル 
・目標の設定（長期、中期、短期） 
・適切なリソースの選択 
・学習シナリオの組み立て（計画と実行） 
・達成の評価  
 
・学習のマネージメント 
  （モニター、内省；メタ認知、情動面の管理） 
 

  



言語学習アドバイジング・・・？ 

●よくある誤解 
    学習者中心の教授法ではない 

    学習者のニーズと学び方に基づいた教授活動ではない 

    教師が必要ないということではない 

       ×言語と言語の学び方を学ぶことを教える 

       ×学習ストラテジーを教える 

       ×こうしたらいいということを教える 

    個別指導ではない 

    ことばを教えることではない 

                                                 （青木，2011b） 

 

●教師／支援者の発想の転換が必要 



学習アドバイジングの目的 

• 学習者が言語と言語の学び方を学ぶことを助ける 

• 学習者による学習のコントロールを可能にする活動・構造・体制 

  を作る 

• 学習者が学習方法の知識や技能を広げることを助ける 

• 自己主導型学習のファシリテーション 

• 学習のアドバイスをする  CF:日常のアドバイス 

• 学習者が自分の学習について話ができるようになるのを助ける 

• 学習者が直接リソースにアクセスできるようになるのを助ける 
                                                               （青木，2011b） 

• Do not 3原則 

    教えない、決めない、評価しない 

  →アドバイザーのことば使いがＫＥＹ：質問、傾聴、承認 、励まし 
 



学習アドバイザーの役割 
• 学習者の言語と言語学習に関する知識の発見・更新・獲得を助ける 
    
• 学習サイクルの手助け（アドバイジングのスキル） 
   （例）目標の設定；妥当か？  
      教えることと助けることを区別する 
      
• 学習環境の整備・デザイン 
   リソースの提供(使い方、タイプ、特徴・利点) 
   メディア・テクノロジーの提供 
   リソースの作成スキル 
     学習事項に焦点化して作成 
       例：語彙の学習、漢字の学習、聞く取りの改善など、 
   リソースの維持・管理 
 
• 学習ストラテジーのオプションの紹介 
• ステークホルダーへの説明・説得、理解、協力の要請 
 



学習アドバイザーに必要な知識とスキル 

• アドバイジングについての知識 

• 言語学習についての知識 

• 学習者オートノミーについての知識 

• 学習ファシリテーションの知識 

 

・良い質問をする  ・選択肢を提供する 

・判断を留保する  ・原因を説明する 

・話を聴く     ・言葉を見つける 

・沈黙を怖がらない ・学習環境を創造する 

 









道具：日本語の学習計画と評価 
日本語の学習計画と評価 

氏   名：                            

学習開始日   年  月  日～終了日   年  月  日   

目標（短期）： 

リソース  ： 

学習シナリオ： 

リソースの使い方； 

いつからはじめるか： 

いつ、どこで、どれくらい学習するか 

いつまでに達成するか 

  

評価：評価方法と評価（どうしたらできるようになったかが分かるか？） 

学習の終了時、または、目標、リソース、学習シナリオを変えるときに記入する 

  どのくらい達成できたか ☆☆☆☆☆（成果）  ☆☆☆☆☆ （プロセス）     

  その根拠は何か？ 

  学習は楽しかったか？  発見したことは？ 

  次は何を学習したいか？ 

 

学習ダイアリー：振り返り 

継続するための工夫は？ 

どんなサポートがあるか？ 
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